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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
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が
、
利
用
者
に
重
大
な
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
▼
「
移
動
」
や

「
移
乗
」
の
機
会
の
な
い
重

度
の
寝
た
き
り
の
状
態
の
人

で
も
、
従
来
な
ら
「
全
介
助
」

と
判
断
さ
れ
て
き
た
が
、
変

更
計
画
で
は
、
介
助
事
態
が

発
生
し
て
い
な
い
と
し
て

「
自
立
（
介
助
な
し
）」
に
変

更
す
る
と
い
う
▼
食
べ
物
を

口
に
で
き
ず
高
カ
ロ
リ
ー
液

の
点
滴
を
受
け
て
い
る
場
合

も
、
本
人
の
生
活
習
慣
で
行

え
な
い
薬
の
服
用
や
洗
顔
等

も
、
介
助
が
発
生
し
て
い
な

い
と
す
る
▼
「
寝
た
き
り
」

な
の
に
「
自
立
」
と
判
断
す

る
、
逆
立
ち
し
た
基
準
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
も

施
設
へ
の
報
酬
も
減
額
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
厚
労

省
に
、
国
民
の
意
見
を
聞
く

耳
を
持
て
と
言
い
た
い
。

厚
労
省
は
４

月
か
ら
要
介

護
認
定
方
式

と
調
査
基
準

の
変
更
を
行

う
計
画
だ

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
一
手
目
の
好
手
か

ら
白
を
無
条
件
で
仕
留
め
ま

す
。（
８
分
で
二
、
三
段
以
上
）

20年12月18日、庁が各局
にだした事務連絡（要旨）
確申期における休憩時間の確保及び超過勤務の縮減等について
１　休憩時間の確保　例えば、①勤務時間の割振り種類を少な
くする、②必要な管理者を適正配置する、③非常勤職員も昼休
み時間帯に勤務可能となる採用形態とする等の様々な対応策を
各局署で講じて､すべての職員が確保できるように努める。
２　超過勤務の縮減等　従来から、①職員の適正配置やアルバ
イト等の効果的な活用を図る、②事務の見直しによる簡素化・
合理化を推進する、③的確な事務計画の策定と弾力的な運用に
努める､④管理者に対して注意喚起する等に積極的に取り組んで
きた。引き続き様々な対応策を講じるなどして、更なる超過勤
務の縮減に努める。また、職員に超過勤務をさせる場合には、
管理者の明確な命令の下で、超過勤務手当を支給するよう、よ
り一層適正な勤務時間管理に努める。

し
、
職
員
の
健
康

を
守
る
、
②
一
元

化
全
署
実
施
へ
の

不
安
を
な
く
し
、

全
国
税
は
２
月
６
日
。
石
井
長
官
と
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
確
申
期
の
超
勤
を
減
ら

長
官
は
「
確
申
期

の
超
勤
は
極
力
減
ら

す
」と
し
な
が
ら
も
、

「
２
時
間
が
限
度
、

税
務
相
談
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
是
正

す
る
、
③
新
人
事
評
価
制
度
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
公
表
、
国
税
の
適
用
除
外
及

び
実
施
の
延
期
を
求
め
る
、
④
労
働
条

件
の
改
善
、
⑤
全
国
税
組
合
員
に
対
す

る
人
事
差
別
の
是
正
を
追
及
し
ま
し
た
。

水
・
金
曜
は
や
ら
せ
る
な
」
と
の
追
及

に
対
し
、
現
場
ま
か
せ
の
無
責
任
な
対

応
に
終
始
し
ま
し
た
。

■
確
申
期
問
題
■

全
国
税

こ
こ
２
・
３
年
で

急
速
に
確
申
期
の
超
勤
が
増

加
し
て
い
る
。
昨
年
よ
り
超

勤
を
減
ら
す
と
い
う
長
官
の

各
局
に
行
っ
た

（
別
掲
参
照
）。

そ
の
上
で
、
１

月
の
局
長
会
議

で
も
、
超
勤
縮

減
を
含
め
た
負

担
軽
減
策
を
議

題
と
し
、
職
員

の
過
重
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ

う
伝
え
た
。

指
示
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
な
の

で
、
改
め
て
伝

わ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

全
国
税

超
勤
は
原
則
２
時

間
限
度
、
水
・
金
曜
は
さ
せ

な
い
よ
う
徹
底
せ
よ
。

長
官

超
勤
を
し
な
い
こ
と

を
大
原
則
に
、
極
力
減
ら
す

よ
う
徹
底
し
て
い
く
。

全
国
税

「
原
則
巡
回
」
で

は
現
場
を
し
ば
っ
て
き
た

が
、
超
勤
問
題
に
な
る
と
、

「
極
力
減
ら
す
」
と
言
う
だ

け
だ
。
庁
は
「
２
時
間
が
限

度
」
と
し
ば
る
べ
き
だ
。

長
官

超
勤
縮
減
の
努
力
を

し
て
も
ら
い
、
私
た
ち
も
検

証
し
指
導
を
す
る
。

全
国
税

少
な
く
と
も
定
時

退
庁
は
守
る
と
確
約
せ
よ
。

長
官

守
っ
て
い
き
た
い
の

決
意
と
具
体
策
を
聞
き
た

い
。

長
官

12
月
に
超
過
勤
務
の

縮
減
に
関
す
る
事
務
連
絡
を

■
新
人
事
評
価
制
度
■

全
国
税

私
た
ち
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
人
事
に
有
効
」

が
わ
ず
か
４
％
、「
公
正
・

客
観
的
な
業
績
評
価
は
で
き

な
い
」
は
80
％
を
超
え
た
。

長
官

局
署
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
結
果
は
適
切
に

職
員
へ
公
表
し
た
い
。

意
見
を
吸
い
上
げ
中
だ

が
、
①
各
人
に
見
合
う
業
務

目
標
の
設
定
を
ど
う
よ
う
に

行
う
か
、
②
バ
ラ
つ
き
が
み

ら
れ
る
評
価
を
、
ど
う
客
観

的
に
統
一
の
と
れ
た
も
の
に

す
る
か
、
③
相
当
な
事
務
負

担
に
な
る
こ
と
等
、
問
題
点

が
整
理
さ
れ
て
き
て
い
る
。

制
度
設
計
上
調
整
す
べ
き

問
題
、
運
用
で
解
決
す
る
問

は
率
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、
大

量
の
納
税
者
も
来
る
の
で
、

人
員
配
置
等
を
適
正
に
や

り
、
超
勤
を
減
ら
し
て
い
き

た
い
。

全
国
税

と
に
か
く
「
水
曜

は
ダ
メ
だ
」
と
い
う
こ
と
を

徹
底
す
べ
き
だ
。

長
官

ど
う
し
て
も
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
ご
理
解
願
い
た
い
。
こ
の

場
合
も
職
員
の
健
康
に
影
響

が
あ
っ
た
り
、
特
定
の
人
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
。

全
国
税

命
令
も
な
く
１
月

か
ら
水
曜
超
勤
が
始
ま
っ
て

い
る
。「
水
曜
は
超
勤
さ
せ

な
い
」
と
回
答
す
べ
き
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
従
事
す
る

人
を
増
や
す
し
か
な
い
。

長
官

マ
ン
パ
ワ
ー
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

全
国
税

e
‐
T
a
x
業
務

に
職
員
は
不
慣
れ
で
、
そ
こ

に
３
週
間
還
付
の
圧
力
が
加

わ
り
事
務
の
流
れ
を
乱
し

た
。
地
方
税
閲
覧
等
の
チ
ェ

ッ
ク
事
務
も
上
乗
せ
に
な
っ

て
い
る
。

長
官

Ｉ
Ｄ
は
名
前
で
検
索

で
き
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

も
配
置
、
庁
局
の
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
も
増
強
し
た
。

全
国
税

作
成
コ
ー
ナ
ー
用

は
添
付
資
料
に
収
受
印
を
押

し
、
送
信
順
に
整
理
し
け
れ

ば
な
ら
ず
、
上
乗
せ
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
３
週
間
還

付
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根

拠
を
聞
き
た
い
。

長
官

入
力
が
不
要
で
、
優

先
的
に
審
査
し
処
理
す
る
の

で
、
３
週
間
程
度
の
還
付
処

理
が
可
能
と
判
断
し
た
。
電

子
政
府
構
想
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
措
置
が
政
府
全
体
で
議

論
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
３

週
間
還
付
を
国
税
庁
は
政
策

的
判
断
と
し
て
と
っ
た
。

全
国
税

e
‐
T
a
x
３
週

間
還
付
が
事
務
を
圧
迫
し
超

勤
の
原
因
に
も
な
っ
て
お

り
、
改
善
点
は
多
い
。

長
官

３
週
間
還
付
が
負
担

と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
、

解
決
す
べ
き
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
応
援
態
勢
や
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
を
積
み
重

ね
、
事
務
処
理
上
工
夫
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

全
国
税

審
査
事
務
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
４
時
で
受

付
を
終
了
し
、
５
時
に
は
相

談
は
終
了
す
べ
き
だ
。

長
官

各
署
の
状
況
に
応
じ

た
弾
力
的
運
用
で
解
決
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

だ
こ
の
制
度
に
馴
染
ん
で
お

ら
ず
、
仕
組
み
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
改
善

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

全
国
税

い
つ
施
行
か
、
７

月
異
動
と
の
関
係
は
ど
う
な

る
の
か
。

長
官

公
布
日
か
ら
２
年
以

内
に
施
行
、
そ
れ
か
ら
１
年

以
内
に
実
施
す
る
と
の
規
程

だ
。
制
度
官
庁
と
ど
の
程
度

調
整
で
き
る
か
…
。

評
価
期
間
と
業
務
期
間
の

不
一
致
は
、
他
官
庁
で
も
出

て
い
る
。
制
度
官
庁
は
９
月

末
の
評
価
結
果
は
12
月
勤
勉

手
当
と
１
月
昇
給
に
活
用
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
当
庁

は
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と

言
っ
て
い
る
。

題
な
ど
が
あ
り
、
本
格
実
施

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。

全
国
税

検
察
庁
は
除
外
さ

れ
て
お
り
、
国
税
も
除
外
す

る
よ
う
要
請
で
き
な
い
か
。

長
官

法
律
が
成
立
し
た
以

上
、
政
府
の
一
員
と
し
て
適

切
に
や
っ
て
い
く
。

全
国
税

公
権
力
を
行
使
す

る
職
員
の
評
価
は
、
各
国
で

も
議
論
が
多
い
。
画
一
的
な

制
度
の
導
入
は
馴
染
ま
な

い
。

長
官

目
標
設
定
段
階
か

ら
、
評
価
者
と
被
評
価
者
が

話
し
合
い
、
指
導
に
活
か
す

と
い
う
趣
旨
で
、
職
場
に
活

か
さ
れ
る
運
用
が
で
き
る
の

か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま

全
国
税

５
時
、
６
時
ま
で

会
場
に
張
り
付
け
た
の
が
超

勤
の
大
き
な
原
因
だ
。
４
時

に
受
付
を
打
ち
切
っ
て
、
相

談
は
５
時
に
終
了
さ
せ
る
方

策
を
早
急
に
示
す
べ
き
だ
。

全
国
税

４
割
弱
が
署
外
会

場
と
な
っ
て
い
る
中
、
半
日

交
替
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

長
官

利
点
も
あ
る
が
、
交

替
し
づ
ら
い
と
い
う
点
も
あ

る
。
交
替
を
見
込
ん
だ
要
員

配
置
を
ど
う
や
る
か
に
尽
き

る
。
署
管
理
者
が
的
確
に
把

握
し
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
だ
。

全
国
税

署
の
責
任
で
は
解

決
し
な
い
。
外
部
会
場
で
う

が
い
器
等
が
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
手
当
す
べ
き
だ
。

全
国
税
来
署
型
e
‐
T
a
x

の
弊
害
は
残
っ
て
お
り
、
申

告
書
が
ほ
ぼ
で
き
上
が
っ
て

い
る
納
税
者
に
も
な
り
ふ
り

構
わ
ず
誘
導
し
て
い
る
。
行

き
過
ぎ
を
規
制
せ
よ
。

長
官

適
正
な
対
応
を
お
願

い
し
て
い
く
。

全
国
税

期
限
直
後
の
開
封

作
業
、
入
力
期
限
ま
で
の
膨

大
な
事
務
量
に
見
合
う
非
常

勤
職
員
や
応
援
職
員
の
確
保

が
重
要
だ
。

長
官

特
に
４
月
以
降
の
事

務
が
大
変
だ
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
応
援
態
勢
を
含
め
人

員
配
置
に
配
意
す
る
よ
う
、

指
示
・
徹
底
し
て
い
く
。

全
国
税

一
人
の
死
亡
者
も

病
人
を
出
さ
な
い
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
求
め
る
。
繰

り
返
す
が
、
労
働
密
度
の
強

化
、
労
働
の
長
時
間
化
は
絶

対
に
認
め
ら
れ
な
い
。

長
官

当
然
、
局
を
含
め
た

責
任
で
対
応
す
る
。

会
計
課
長

署
外
会
場
で
も

健
康
管
理
は
重
要
な
と
こ
ろ

で
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

配
意
し
て
い
き
た
い
。

２
時
間
限
度
を
明
言
し
な
い
石
井
長
官

全国税山口委員長（左）と山本書記長

確申期の
健康対策

超
勤
は
極
力
減
ら
す

２
時
間
を
限
度

水
・
金
曜
ゼ
ロ

は
現
場
任
せ

新人事評価制度

当
局

目標設定・統一性・事務量…

問題点を認識

長
官
交
渉



第 1 8 9 4 号 （ 2）２００９年 ２月 2 5日

〈
解
答
〉
黒
１
の
ツ
ケ
が
好
手
。

白
２
に
は
黒
３
、
５
で
白
死

で
す
。
黒
１
で
３
は
白
５
黒

イ
白
２
以
下
コ
ウ
に
な
り
失

敗
。
白
２
で
４
な
ら
黒
５
白

３
黒
ロ
で
や
は
り
白
死
で
す
。

■
一
元
化
問
題
■

全
国
税

一
元
化
伝
達
で

は
、
課
税
内
部
の
人
員
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

長
官

課
税
部
門
の
定
員
は

２
万
８
５
０
０
人
程
度
だ

が
、
こ
れ
を
各
署
の
内
部
・

調
査
担
当
に
配
置
す
る
作
業

す
ぎ
な
い
。
ど
う
い
う
状
態

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
段
階

で
身
申
を
出
せ
と
言
い
、
変

更
届
が
活
か
さ
れ
る
保
障
も

あ
る
の
か
は
疑
わ
し
い
。

人
事
課
長

公
務
の
要
請

上
、
許
さ
れ
る
範
囲
で
身
申

は
尊
重
す
る
が
、
最
終
的
に

は
公
務
の
要
請
と
な
る
。

全
国
税

今
年
は
、
内
々
示

を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

長
官

な
い
。

全
国
税

３
年
で
「
ス
テ
ッ

プ
５
到
達
」
の
根
拠
は
。

長
官

こ
れ
ま
で
の
試
行
状

況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
余
裕

を
も
た
し
た
目
安
と
し
て
示

部
担
当
は
基

本
と
し
て
プ

ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
は
同
じ

だ
。

全
国
税

課

税
内
部
に
残

る
業
務
量
が

増
え
た
が
、

課
税
内
部
が

そ
の
割
を
食

う
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。

全国税 ６級ポスト未昇任の全国税組合員は、57歳以上で60
人にも上っている。こうした全国税差別をどう解決するのか。
長官 職員団体への加入如何によって人事を行っていない
し、行うつもりもない。人事は適材適所、総合勘案でやって
おり、一定の年齢だからという訳にはいかない。
全国税 全国税を弾圧し分裂攻撃を仕掛けて第二組合をでっ
ちあげたのは歴史的事実だ。ここ数年でようやく統括官に昇
任させてきたが、問題の解決には至ってない。
長官 特定の職員団体を敵視したり、正当な活動に支配・介
入する等の考えは持っておらず、今後とも行う考えはない。
全国税 例えば、29期の土肥さんは、19年７月に昇任したが
未だ６級に昇格させておらず、差別を拡大している。差別し
ないと言うなら、即座に是正してもらいたい。
長官 差別する考えは全く持っていない。
全国税 交渉記事を掲載している庁総務課発行の｢時報｣のス
ペースについて前回指摘したが、是正する姿勢を見せていな
い。
積もり積もった差別は大きすぎる。求めているのは６級ポ

スト昇任であり、抜本的な是正措置を強く求める。
長官 同じ事の繰り返しになる。
全国税 引き下がらない。

■
労
働
条
件
等
■

全
国
税

15
分
時
短
は
ど
う

実
施
す
る
の
か
。

長
官

人
事
院
が
通
知
と
規

則
の
改
正
を
検
討
し
て
お

り
、
そ
の
発
出
が
さ
れ
た
後

に
速
や
か
に
や
っ
て
い
き
た

い
。
閣
議
決
定
等
で
考
え
方

は
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

沿
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

全
国
税

人
事
院
指
針
を
踏

ま
え
た
非
常
勤
職
員
処
遇
改

善
の
具
体
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

長
官

７
月
か
ら
適
用
で
き

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
今
日

の
段
階
で
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
程

度
が
出
な
け
れ
ば
職
員
の
不

安
は
増
す
ば
か
り
だ
。

人
事
課
長

（
21
年
４
月
採

用
者
が
配
置
さ
れ
る
前
の
）

３
月
中
旬
に
（
新
規
採
用
者

の
配
置
を
）
伝
達
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
を
見
て
身

上
申
告
書
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
機
構

が
は
っ
き
り
し
た
段
階
で
変

更
届
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
る
。

全
国
税

東
海
地
連
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
一
元
化
を
希

望
す
る
職
員
は
僅
か
４
％
に

広
範
に
見
ら
れ
る
部
門
で
あ

り
、
全
体
を
見
渡
す
機
会
と

な
る
と
判
断
し
て
定
員
も
考

慮
し
振
替
数
も
見
込
ん
だ
。

人
事
課
長

専
科
は
管
理
運

営
部
門
に
当
初
か
ら
配
置
、

普
通
科
は
実
務
経
験
中
に
一

度
は
経
験
し
て
も
ら
う
。

全
国
税

管
理
運
営
部
門
の

交
流
は
３
年
間
か
。

長
官

基
本
は
３
年
だ
。
そ

の
中
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

考
え
て
い
る
。

全
国
税

交
流
と
言
う
が
、

大
半
の
職
員
は
定
着
要
員
と

し
て
、
片
道
切
符
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

長
官

３
年
後
に
職
員
の
適

性
を
踏
ま
え
て
、
管
理
運
営

部
門
に
定
着
す
る
人
も
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

全
国
税

切
り
分
け
後
の
相

談
事
務
で
も
職
員
の
不
安
は

消
え
な
い
。

を
前
に
、
ど
う
い
う
状
態
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
段
階
で

身
申
を
出
せ
と
い
う
つ
も
り

か
。
長
官
か
ら
腹
案
等
は
示

せ
な
い
の
か
。

長
官

作
業
中
だ
。

全
国
税

局
筆
頭
特
官
会
議

で
、
統
括
官
部
門
の
人
員
が

減
っ
た
ら
機
能
し
な
く
な
る

の
で
、
特
官
付
職
員
は
な
く

な
る
と
の
話
が
で
て
い
る
。

長
官

特
官
は
ど
こ
に
置

き
、
そ
の
下
に
何
人
つ
け
る

か
は
毎
年
作
業
し
て
い
る
。

た
だ
、
管
理
運
営
部
門
が
新

た
に
で
き
る
の
で
…
。
適
正

な
事
務
量
に
見
合
っ
た
人
員

を
配
置
し
て
い
く
。

全
国
税

自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
や
仕
事
が
ど
う
な
る
の
か

が
見
え
な
い
中
で
、
身
申
を

長
官

管
理
運
営
部
門
に
課

税
部
門
の
一
部
が
行
く
の

で
、
７
４
０
０
人
と
し
た
。

全
国
税

署
ご
と
の
定
員
が

明
ら
か
に
な
る
の
は
。

長
官

最
終
的
に
は
５
月
上

旬
と
な
る
が
、
管
理
運
営
部

門
の
定
員
は
な
る
べ
く
早
く

提
示
し
た
い
。

全
国
税

１
部
門
、
主
坦
・

源
泉
部
門
は
ど
う
な
る
の

か
、
こ
の
場
で
示
さ
な
い
の

か
。

長
官

課
税
部
門
に
つ
い
て

は
定
員
の
配
分
も
あ
り
、
各

局
で
直
近
の
事
務
量
を
図
っ

て
配
置
し
て
い
く
。
１
部
門

が
何
を
や
る
の
か
は
分
掌
規

定
で
決
ま
っ
て
お
り
、
構
図

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

全
国
税

大
が
か
り
な
改
変

を
し
て
い
く
。
内
部
担
当
者

だ
け
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

全
国
税

総
体
と
し
て
内
部

担
当
は
ど
う
な
る
の
か
。

長
官

管
理
運
営
部
門
は
管

理
と
課
税
内
部
の
仕
事
が
合

体
し
た
も
の
に
な
る
が
、
内

個
別
照
会
の
事
前
予
約
は

機
能
せ
ず
、
確
申
期
は
有
名

無
実
と
な
る
。

一
方
で
、
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
は
戦
場
状
態
だ
。

長
官

分
室
時
と
比
べ
、
年

間
の
相
談
件
数
は
大
幅
に
増

え
て
お
り
、
相
談
官
一
人
あ

た
り
の
件
数
も
増
加
し
て
い

る
実
態
は
承
知
し
て
い
る
。

事
務
負
担
が
加
重
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
１
時
間
に
15

分
の
休
憩
や
離
席
時
間
を
つ

く
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

確
申
期
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
税
理
士
や
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
な
ど
外
部
の
力
も
借

り
軽
減
し
て
い
く
。

全
国
税

相
談
の
見
直
し
を

行
う
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

長
官

納
税
者
か
ら
の
相
談

に
効
率
的
に
対
応
す
る
点
か

ら
も
継
続
さ
せ
た
い
。

し
て
い
る
。

全
国
税

な
ぜ
新

規
採
用
者
全
員
を

管
理
運
営
部
門
に

配
置
す
る
こ
と
と

し
た
の
か
。

長
官

全
税
目
を

止
め
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

な
か
、
再
び
品
川
署
で
雇
い

止
め
が
起
き
た
。
ク
ビ
を
切

ら
な
い
と
釘
を
さ
せ
。

長
官

雇
用
期
間
に
つ
い
て

は
、
事
務
の
繁
閑
に
応
じ
採

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
当
庁
に
お
い
て
は
３
ヵ

月
以
内
と
し
て
い
る
が
、
必

要
に
応
じ
て
１
年
以
内
の
更

新
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
連
続
雇
用
期
間

が
１
年
を
超
え
る
場
合
に
は

中
断
期
間
を
設
け
、
連
続
雇

用
と
な
ら
な
い
よ
う
措
置
し

る
よ
う
、
当
庁
の
非
常
勤
職

員
の
勤
務
実
態
も
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
る
。

人
事
課
長

概
略
と
し
て
、

基
本
と
な
る
給
与
は
行
（一）
初

号
俸
を
、
期
末
手
当
は
常
勤

職
員
と
同
じ
勤
務
形
態
の
人

に
支
給
す
る
、
と
い
う
形
に

な
る
。
勤
務
経
験
の
盛
り
込

み
方
は
検
討
し
て
い
る
。

全
国
税

期
末
手
当
の
再
検

討
が
必
要
だ
。
な
ぜ
人
事
院

が
支
給
の
方
針
を
出
し
た
の

か
を
踏
ま
え
ろ
。

全
国
税

社
会
的
に
も
雇
い

て
い
る
。

全
国
税

更
新
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
る
職
員
を
雇
い
止
め

に
す
る
こ
と
は
大
問
題
だ
。

恣
意
的
解
雇
は
根
絶
す
べ
き

だ
。

■
法
人
調
査
件
数
ノ
ル
マ
■

全
国
税

法
人
の
無
理
な
調

査
計
画
を
修
正
せ
ず
、
準
備

調
査
を
１
日
で
４
件
や
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
長
官
の

一
言
で
止
め
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。

長
官

実
調
率
を
ベ
ー
ス
に

ノ
ル
マ
を
課
す
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
実
際
の
事
務
計
画

が
過
大
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
だ
が
、
無
理
の

な
い
計
画
と
弾
力
的
な
実
施

を
指
示
し
て
い
る
。

署
長
の
誤
指
導
を

是
正
し
て
―
局
長
交
渉

【
東
北
地
連
】

◇
退
職
時
所
属
署
で
の
再

任
用
も
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
。
現
実
に

退
職
時
の
署
で
再
任
用
さ

れ
た
例
は
あ
る
が
、
退
職

時
の
署
は
ダ
メ
と
の
噂
が

流
れ
て
い
る
。

局
・
…
…

◇
職
員
の
重
大
関
心
事
。

そ
れ
も
回
答
し
な
い
の
か

局
・
噂
の
こ
と
に
回
答
す

る
必
要
は
な
い
。

◇
署
長
と
の
面
談
で
、
退

職
時
の
署
で
は
ダ
メ
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
ダ
メ
と

い
う
制
度
が
あ
る
の
か
無

い
の
か
。
職
員
の
こ
と
を

全
く
考
え
て
な
い
の
か
。

再
来
署
型
が
キ
タ
キ
タ

や
っ
て
来
た

【
関
信
・
新
潟
県
支
部
】

２
月
に
入
り
相
談
者
も

増
え
、
各
署
と
も
臨
戦
態

勢
。
例
年
以
上
に
ｐ
ｃ
が

目
立
つ
。
８
時
半
前
か
ら

並
ぶ
光
景
も
そ
の
多
く
は

年
配
者
だ
。「
初
回
来
署

型
電
子
申
告
」
か
ら
「
作

成
コ
ー
ナ
ー
用
パ
ソ
コ

ン
」
に
名
称
変
更
し
て
も

『
再
来
署
型
』
に
代
わ
り

は
な
い
。
納
税
者
は
利
便

性
（
記
入
し
な
く
て
も
よ

い
。
計
算
し
な
く
て
も
よ

い
。
見
て
い
る
だ
け
で
出

来
上
が
る
。
還
付
金
の
振

り
込
み
も
早
い
）
を
実
感

し
て
い
る
よ
う
だ
。
来
署

者
は
減
り
そ
う
も
な
い
。

「希望するは4％」のアンケート結果を示す

「公務の要請」強調
する岡田人事課長

弾圧・分裂攻撃は歴史的事実

組合差別を是正せよ
当局、マニュアル回答の繰り返し

こ
れ
で
身
申
を
書
く
!?

課
税
内
部
も
交
流
人
事
も
ゼ
ロ
回
答

非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善

７
月
か
ら
実
施

期
末
手
当
に
課
題
残
る

初
回
来
署
型
e
‐
T
a
x

【
近
畿
地
連
】


